
（第３号様式） 
印刷物仕様書 

 
 （注）１ 必要な仕様は、別紙に具体的に書き入れること。 
    ２ 受注業者は、作業前に校正責任者と打合せを行うこと。 

３ リサイクル適性の表示が必要な印刷物（上記グリーン購入【判断基準】(3)を参照）につい
ては、受注業者は速やかに資材確認票を出納局入札用度課に提出すること。 

 

印刷物名 自衛官募集事務リーフレット 数量 
（  枚   組） ■部 □枚 
         □組 □冊 
 40,000     □セット 

印刷区分  ■オフセット □フォーム □ダイレクト □賞状 □地図 □その他（    ） 

用 紙 規 格
・ 

印 刷 面 
・ 

印 刷 色 

 ■Ａ４ □Ｂ 判（□仕上がり）  □   ｲﾝﾁ×   ｲﾝﾁ  □   ㎜ ×   ㎜ 

【表 紙】    kg（紙の厚さ） 
 □上質紙 □コート紙 □アート紙 □レザック □色上質紙（厚口・特厚口） 
 □その他（          ）  
 □片面刷／□両面刷（  色） 

【本 文】 ２ 頁 ９３．５ kg（紙の厚さ）     
 □上質紙 ■コート紙 □アート紙  □OCR 用紙 □ﾉｰｶｰﾎﾞﾝ紙（青･黒）（N  ） 
 □その他（          ）  □減感（   枚目）□裏ｶｰﾎﾞﾝ（  枚目） 
 □片面刷（□ﾓﾉｸﾛ（  頁）□２色（  頁）□３色（  頁）□４色（  頁）） 
 ■両面刷（□ﾓﾉｸﾛ（  頁）□２色（  頁）□３色（  頁）■４色（ ２頁）） 

【仕切紙】   枚                            
 □上質紙 □色上質紙（薄口・中厚口） □その他（          ）  
 □片面刷／□両面刷（  色） 

製   本 

 □無線（あじろ）とじ □針金とじ（□中とじ □平とじ）（ ヵ所) 
 □上製本 □見返し □背文字  □バラ（  枚帯掛） □穴（  ヵ所）  
 □ミシン（  本） □セット仕上（  枚帯掛） □天のり（ 組・枚 １冊） 
 □折り（□二つ折 □三つ折 ■巻三つ折 □巻四つ折 □経本折 □観音折） 
 □その他（                              ） 

グリーン 
購  入 

 ■適合  □不適合   □対象外 

【判断基準】 
(1)総合評価値 80 以上の印刷用紙を使用すること。（冊子形状のものについては表紙を除

く。） 
(2)印刷物の用途・目的に支障のない範囲で、可能な限りＡランクの資材を使用すること。 
(3)報告書、ポスター、チラシ、パンフレット等の印刷物には、リサイクル適性を表示する

こと。 
(4)オフセット印刷については、インキの種類ごとに規定された率以上植物由来の油を含有

し、かつ芳香族成分が 1%未満の溶剤のみを用いたインキが使用されていること。 

写   真 
 ■カラー ４点 □モノクロ  点  
【内訳】■支給 [著作権：■無（４点）□有（ 点）] □撮影又はレンタル   点 

イラスト 
 ■カラー ５点 □モノクロ  点  
【内訳】■支給 [著作権：□無（ 点）■有（５点）] □書起し又はレンタル  点 

支給原稿  

【表 紙】 □普通紙 □電子データ（使用ソフト：             ） 
【本 文】 □普通紙 ■電子データ（使用ソフト：ＰＤＦ          ） 
【イラスト】□普通紙 ■電子データ（使用ソフト：ＰＤＦ          ） 
【写 真】 □ネガ □プリント ■電子データ（使用ソフト：ＰＤＦ     ） 

原稿引渡  ■受注業者決定時   □令和  年  月  日（予定） 

校  正
責 任 者 

 所属名 危機管理部災害対策課 担当者 副主査 長谷部 
 内線（2691）外線（024-521-7194） 

校正 
回数 

 
     ２ 回 

納入期限  令和７年３月３１日（月） データ納品  ■要（形式：ＰＤＦ    ）□不要 

納入場所  福島県危機管理部災害対策課     【その他納品先】□有（    ヵ所） ■無 

特記事項  
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介
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
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『
な
り
た
い
自
分
に
な
る
』
た
め
に
自
分
の
適
性
や
希
望

に
あ
う
も
の
を
探
し
て
み
よ
う
❕

領
土
を
守
る

自
衛
隊
の
３
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

人
命
を
救
い
、
支
援
に
よ
っ
て
生
活
を
取
り
戻
す

0
1
国
の
防
衛

領
海
を
守
る

領
空
を
守
る

0
2
災
害
派
遣

平
和
を
維
持
す
る
た
め
に
行
う
国
際
社
会
へ
の
貢
献

0
3
国
際
平
和
協
力
活
動
等

自
衛
隊
は
、
国
の
平
和
と
独
立
を
守
る
と
い
う
使
命
の
も
と
、
領
土
・領
海
・
領
空

を
守
る
活
動
や
、
災
害
時
の
捜
索
・救
助
医
療
等
の
対
応
、
海
外
で
の
国
際
平

和
協
力
活
動
な
ど
様
々
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

C
O
U
R
SE
❶

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒

高
度
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
教
育
に
よ
り
、
国
際
社
会
で
も
活
躍
で
き
る
陸
上

自
衛
官
と
な
る
人
材
を
養
成
す
る
学
校
。
充
実
し
た
学
習
環
境
で
、
高
度

な
専
門
知
識
と
逞
し
さ
を
持
つ
人
材
を
育
成
。
質
の
高
い
教
育
内
容
を
通

し
て
ス
キ
ル
と
マ
イ
ン
ド
育
て
ま
す
。

１
７
歳
未
満

の
男
子

中
卒
（
見
込
）
を
含
む

C
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SE
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自
衛
官
候
補
生

自
衛
官
候
補
生
と
し
て
教
育
を
受
け
た
後
、
任
期
制
の
自
衛
官
と
し
て
勤

務
す
る
制
度
。
任
期
満
了
後
は
民
間
企
業
へ
就
職
し
た
り
、
任
期
を
継
続

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

１
８
歳
以
上

３
３
歳
未
満

３
２
歳
の
者
は
、

採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
、

３
３
歳
に
達
し
て
い
な
い
者

C
O
U
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SE
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一
般
曹
候
補
生

部
隊
の
中
核
で
活
躍
す
る
将
来
の
曹
た
る
隊
員
を
養
成
す
る
制
度
。
現
場

の
部
隊
で
自
衛
官
と
し
て
長
く
活
躍
し
た
い
と
い
う
方
に
ぴ
っ
た
り
の
制

度
で
す
。

１
８
歳
以
上

３
３
歳
未
満

３
２
歳
の
者
は
、

採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
、

３
３
歳
に
達
し
て
い
な
い
者

C
O
U
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航
空
学
生

海
上
自
衛
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
及
び
戦
術
航
空
士
、
航
空
自
衛
隊
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
を
養
成
す
る
制
度
。
団
体
生
活
を
送
り
な
が
ら
各
種
訓
練
を
受
け
、

戦
闘
機
、
哨
戒
機
、
輸
送
機
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
な
ど
に
最

年
少
で
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
８
歳
以
上

２
４
歳
未
満

海
上
自
衛
隊
航
空
学
生
は

１
８
歳
以
上
２
３
歳
未
満

C
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防
衛
大
学
校
学
生

自
衛
隊
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
幹
部
自
衛
官
を
養
成
す
る
学
校
。
文
部
科
学

省
の
定
め
る
大
学
設
置
基
準
に
準
拠
し
、
一
般
大
学
と
同
じ
よ
う
な
教
育

を
す
る
と
と
も
に
、
防
衛
学
（
防
衛
に
関
す
る
学
術
分
野
）
の
教
育
を
行

い
ま
す
。

１
８
歳
以
上

２
１
歳
未
満

C
O
U
R
SE
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防
衛
医
科
大
学
校

医
学
科
学
生

医
師
で
あ
る
幹
部
自
衛
官
を
育
成
す
る
学
校
。
最
先
端
の
一
般
医
学
と
防

衛
医
学
の
両
方
を
学
び
つ
つ
、
部
隊
で
の
訓
練
・
実
習
を
通
じ
て
幹
部
自

衛
官
に
求
め
ら
れ
る
統
率
力
も
身
に
つ
け
ま
す
。

１
８
歳
以
上

２
１
歳
未
満

C
O
U
R
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防
衛
医
科
大
学
校

看
護
学
科
学
生

保
健
師
・
看
護
師
で
あ
る
幹
部
自
衛
官
を
育
成
す
る
学
校
。
基
礎
分
野
か

ら
始
ま
り
、
専
門
分
野
か
ら
統
合
分
野
へ
と
体
系
的
に
看
護
学
を
学
び
ま

す
。

１
８
歳
以
上

２
１
歳
未
満

C
O
U
R
SE
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一
般
幹
部
候
補
生

自
衛
隊
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
幹
部
自
衛
官
に
な
る
た
め
の
制
度
。
幹
部
候

補
生
学
校
で
基
本
的
な
知
識
と
技
能
を
習
得
し
、
卒
業
後
は
部
隊
を
指
揮

す
る
幹
部
自
衛
官
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２
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歳
未
満

大
学
院
卒
は
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歳
未
満

C
O
U
R
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自
衛
隊
奨
学
生

防
衛
技
術
分
野
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
自
衛
官
を
目
指
す
学
生
を
支

援
。
卒
業
（
修
了
）
後
は
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
の
一
般
幹
部
候
補

生
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
す
。

大
学
在
学
者

２
６
歳
未
満

大
学
院
在
学
者

２
８
歳
未
満

C
O
U
R
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➓

予
備
自
衛
官
補

自
衛
官
未
経
験
者
を
「
予
備
自
衛
官
補
」
と
し
て
採
用
後
、
所
定
の
教
育

訓
練
を
経
て
「
予
備
自
衛
官
」
と
な
る
制
度
。
予
備
自
衛
官
は
、
有
事
の

際
は
自
衛
官
と
な
っ
て
、
後
方
の
警
備
や
後
方
支
援
な
ど
に
従
事
し
ま
す
。

１
８
歳
以
上

５
２
歳
未
満

コ
ー
ス

特
徴

対
象
年
齢

理
想
の
未
来
を
実
現
す
る
多
種
多
様
な
コ
ー
ス


